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生 殖 腺 刺 戟 性 の 抽 出 物 の 注 射 に よ る

　　老 衰 せ る 牡 鼠 の 睾 丸 の 機 能 復 活

「

司

　 WrEsNER ，
　B ・　P・（ユ930）： On 　t｝le　 reaet ．ivation　 of 　 tho　 senile 　test，is‘）f　the　 rat　 by ］llc．lns 　 o 「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

injecti・ 1
’
・s ・f　g ・ nad 。trGpe　h・ rm ・ nes ・ Eftinbui’．qh　Med ．　Jotsr，，　Api’il　1930 ，

　p ．　P．229− 236 ．

　表 題の 様な研究 を老 嚢せ る牝鼠（叉 は 廿 日鼠 ）に 於 て 行ひ 、卵巣 の 機能が 復活 した事 を報 じ

た 人は既に 二 三 あるが ，睾丸 に つ い て は割合 に研究が ない。

　奴 に相當經輸 の あ る 入 な らば誰 で もそれ と認 め得 る様な老 襄の 兆候 を示 して ゐ る齢 1年 9

ケ 月乃 至 2 年 2 ケ 月の 老牡鼠 を用 ひ て 實驗 した。何れの 例に 於て も結果 に 大差 が な い か ら 1

例の み に つ い て 述べ る。先づ聞腹 して 檢 す る に睾丸は 小形で 軟か く腹腔内 に 位置 を占 め，貯

精嚢，攝護 腺は共 に 小形 で 不 活發な樣子で あつ た a そ こ で 一側の 睾丸 を剔 出 し重 さをはか つ

て か ら（α64g ）固定 し， 開腹部 を閉 した。

　2 日後か ら ユ 日 】 囘，10 囘に 互 つ て 人lk5の 胎盤か ら得 た 生殖腺刺戦性 の 抽出物 を注射

した。ユ1H 目に 殺 して 檢 する に殘 され た睾丸は 127g の 重 さを有 し，前の 樣に軟か で な く，

攝護腺．貯精嚢共 に か な り大 きくて 活 濃な樣子 を して ゐ た。

　組織學的 に は，前に と つ た睾丸は細糀管内の 細胞排列が焜亂 し，精子形域は精母細 胞位 で

と ま つ て ゐ た し．聞質 中に は LEYI ）互G 氏緬胞が 少 なか つ た。注射後の もの で はか な り多數の

細精管 に 於 て精子 が 出來 て 居 り， 闇質に は LEYD エG 氏細胞力移 か つ た 。

　他 の 例 で は．腦下垂體前葉 の 抽 出物 を用 ひ て 全 く同様 の 結果 を得た
。

　注射の 前後に と つ た睾丸 の 差違が注射前 に 虹 に存 して ゐ た とは考へ 難V ・ し，叉 注射後の 復

活 が
，

一側 の 睾丸 を剔 il！した爲 に 趙 つ た單な る
ご‘
補償

” lc　／ るとは考 へ られぬ。一飼の 睾丸

を剔 出 して も，注射を しなか つ た老衰鼠 で は 何等 の 復活 も見 られ な か つ たか ら。

　要す る に，注射 に よつ て睾丸 及び その 内分泌の 支配下 に あ る 附 屬 腺 は その 機能を復活 し

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （竹脇潔）
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1） 勤雜 43 ： 422− 421 參 照 （抄録者註 ）。

2） 卷 ， 號 の 記 入 の な い 別 刷 か ら抄録 し た （抄録者 附 記 ）。
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